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平成２２年５月１３日 
 
報道機関 各位 
                            
                         福筑地区信用金庫協会 
 
 

福岡・筑豊地区信用金庫間の連携・協力体制の強化について 
 
              「シンボルマーク」 
 

         

 
 
   □四つの信用金庫（飯塚信用金庫、遠賀信用金庫、田川信用金庫、福岡

信用金庫）、四つのハート、愛のある「クローバーしんきんグループ」 
   □豊穣の象徴の四つ葉のクローバーと幸運の象徴の天道虫 
   □天道虫の軌跡をたどると四つ葉のクローバーになりました 
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１．目 的 
   今般、我々４金庫は、各金庫の独自性を尊重しつつ、金庫間の連携・協 

 力体制を緊密化することにより４金庫全体の業務の効率化と営業力・信用 
 力の強化を図ることで基本合意しました。 
  なお、この連携・協力体制の強化は、４金庫の将来の合併等を企図した

ものではありません。 
 
２．活 動 
   福岡・筑豊地区に本店を有する 
    飯塚信用金庫 （本店：飯塚市  理事長：新開昭彦） 
    遠賀信用金庫 （本店：遠賀郡水巻町  理事長：中村英隆） 
    田川信用金庫 （本店：田川市  理事長：市岡敏生） 
    福岡信用金庫 （本店：福岡市  理事長：工藤賢二） 
   の４信用金庫（以下本稿では「４金庫」という）は、従来から階層別、

業務分野別の定期的情報交換会を開催し、相互に経営内容の開示、情報・

ノウハウの提供等を行っています。 
 
 （１）階層別・業務分野別会議 

・ 『理事長会』  ・・・理事長 
・ 『常勤理事会』 ・・・次席者（専務・常務） 
・ 『常勤監事会』 ・・・常勤監事 
以上が経営者クラスの会議（経営に関する事項等の協議） 

・ 『業務分野別研究会』・・・実務者（課長クラス以上） 
「総務」「人事教育」「経理」「融資」「業務推進」「管理」「システム・

事務」「監査」の８部門の会議 
    以上が実務者クラスの会議で、半期に一度、各金庫持ち回りにより実

務研究を実施 
  
    今後、４金庫は上記の「業務研究会」を通じて引き続き、より具体的

に協調できる業務分野・範囲等について検討を進め、その実現を図って

行くこととします。 
    具体策としては、「協調融資」「共同調達（物品、サービス等）」「統一 
   商品・サービス等の開発」「共同イベントの実施」「研修・人事交流」等 

を想定しています。 
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（２）協調融資 
   業務推進面においては、地場不動産業者への総額１６億円の大口融資 

に対して協調して取組む等の相互協力・補完関係を維持してきました。 
（参考資料として別紙、掲載記事を添付） 
 

 （３）金庫間の交流 
    業務以外でも定期的に各金庫間の役職員の交流・親睦を図るために野 
   球大会等を開催しています。 
  
（４）クールビズの導入 

    連携・協力体制緊密化の「環境整備」として、飯塚信用金庫、遠賀信

用金庫の両金庫において、今夏よりクールビズを導入することを前提と

して、シャツの共同調製の検討に着手しています。 
   （田川信用金庫、福岡信用金庫においては、クールビズは導入済みです

が、新規調製と同様にシャツの胸ポケット部分にシンボルマーク等の表

示ができないかを検討中です） 
 
３．広 報 
   連携・協力体制の「名称」として、『クローバーしんきんグループ』の呼 
  称を採用し、その象徴として別紙のとおり、シンボルマーク、ロゴタイプ 
  を制定いたしました。 
   今後４金庫の共同事業のみならず単独事業についても、チラシ、ポスタ 
  ーをはじめとして各種印刷物等に積極的にこのシンボルマーク、ロゴタイ 
  プを掲げることで相互の連携・協力体制を対外的にアピールして行きたい 
  と考えています。 

 
以上 

 


